
第６回⽇本地域包括ケア学会「２０４０年に向けて第２のスタートを切る」録画視聴会 
開催後アンケート集計結果 

 
開催⽇：令和７年３⽉１２⽇（⽔）、３⽉１３⽇（⽊） 
回答⼈数：５５名（⽤紙回答：４１名、フォーム回答１４名） 
 
１．所属機関についてお答えください。 
 
・医療機関      ２８名 
・⻭科医院       １名 
・居宅介護⽀援事業所  ４名 
・訪問看護ステーション ４名 
・定期巡回サービス   ２名 
・定期巡回・随時対応型訪問介護看護 １名 
・通所介護       １名 
・⼊所施設等      ５名 
・地域包括⽀援センター ５名 
・⾃治体        １名 
・その他        ３名 
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２．職種についてお答えください。 
 
医師       ５名 
⻭科医師     １名 
薬剤師      ２名 
看護師     １０名 
保健師      ２名 
理学療法⼠    ７名 
介護⽀援専⾨員  ７名 
社会福祉⼠    ３名 
介護福祉⼠    ３名 
精神保健福祉⼠  １名 
管理栄養⼠    １名 
臨床検査技師   １名 
管理職      ４名 
相談員      １名 
事務       ３名 
⾏政職      １名 
その他      ３名（⽩岡市議会議員２名） 
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３．本⽇の録画視聴会について内容はいかがでしたか。 
 
・⼤変参考になった    ４８名 
・まあまあ参考になった   ７名 
・あまり参考にならなかった ０名 
 

 
 
４．上記の回答理由を具体的に記⼊してください。 
 
・先進的な地域の取り組みを知ることができた。しかし、地域によって特性が違い、そのま
ま利⽤できないことも多いと思われる。（医療機関／医師） 
・地域包括ケアシステムと⾏政の関わりについて、知⾒を深めることができた。（医療機関
／医師） 
・地域包括ケアシステムの先進的な取り組みが勉強になった。（医療機関／医師） 
・先進的な事例が⼤変参考になった。（医療機関／医師） 
・様々な地域での取り組みを知ることができた。会場への到着が遅くなったため、ほとんど
視聴できず残念だった。（医療機関／医師） 
・専⾨分野ではないが、たくさんの取り組みがあり連携していくことで機能するということ
を学べた。（医療機関／薬剤師） 
・この地域でも⾒習いたい。（医療機関／薬剤師） 
・「栄養ケアの地域包括化を⽬指して」中村丁次先⽣の講演から、⾼齢者に栄養指導が必要
と思われる。楽しく集まれる場所（近所で買い物する商店の⼀部を借りたりする）で、栄養
指導の機会を開いたり、ときには⾷事を提供したり、楽しむ場所や啓蒙活動が必要である。
（医療機関／看護師） 
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・地域共⽣社会について学びになった。（医療機関／看護師） 
・地域づくりの⼤切さを改めて知ることができた。（医療機関／看護師） 
・地域包括ケアシステム、地域共⽣社会、⾏政や福祉との連携等、様々な活動内容を具体的
に知ることができた。（医療機関／看護師） 
・医療だけでなく、地域全体の話であったため。（医療機関／看護師） 
・地域ＩＣＴについて。栄養ケアステーションについて。（医療機関／看護師） 
・互助を⾼めるということが⾃分の中でイメージできていない部分があったが、名張市の実
際の取り組みを知ることができ、イメージがつくようになった。（医療機関／理学療法⼠） 
・各地域の取り組みについて、具体的でわかりやすかった。この地域での取り組みについて
の情報も、知る機会がもっと⾒える化できると良い。（医療機関／理学療法⼠） 
・地域全体で⼈々を⽀える⽅策が多数紹介されていた。リハビリ職からの⽰唆も重要であ
る。（医療機関／理学療法⼠） 
・⾃治体や医師会等が主体的に動き、住⺠がその活動に続き、地域のために様々な活動を実
施しており参考になった。（医療機関／理学療法⼠） 
・地域ごとの具体的な施策を聞くことができた。（医療機関／理学療法⼠） 
・栄養学の重要性について再認識できた。（医療機関／理学療法⼠） 
・今まで知ることができなかった様々な地域での取り組みについて、資料と発表で知ること
ができ、⼤変参考になった。（医療機関／精神保健福祉⼠） 
・栄養に関して、管理栄養⼠として⼼苦しく感じ、栄養の共通⾔語化を図っていく必要性を
感じた。（医療機関／管理栄養⼠） 
・職種的に⾼齢介護を重点的に考えていたが、全世代の意識が必要だと考えられるようにな
った。２号保険者の相談も増えてきているため、１号保険者とはまた違ったニーズがあると
考え、対応していく必要がある。（医療機関／社会福祉⼠） 
・近年の地域包括ケアシステムについて情報を得られてよかった。（医療機関／社会福祉⼠） 
・⾃治体の具体的な取り組みを知ることができた。（医療機関／社会福祉⼠） 
・普段関わりが少ない職種のため、知らないことが多く、地域の取り組み等勉強になった。
（医療機関／臨床検査技師） 
・職種ごとに専⾨性を重視するだけでなく、同じ⽅向を⾒て、互いに向き合うことによって、
個々を総合的に⽀援していけることを改めて感じた。（医療機関／相談員） 
・各⾃治体の地域包括ケアシステムの取り組みを知れて良かった。（医療機関／事務） 
・他市が実施している取り組みを知り、とても刺激を受けた。参考させていただき、この地
域でも取り組みができたら良い。（居宅介護⽀援事業所／介護⽀援専⾨員） 
・今後進むべき⽅向が理解できた。⾏政のリーダーシップと住⺠の参加が必要だと感じた。
（居宅介護⽀援事業所／介護⽀援専⾨員） 
・これからの社会課題がわかった。（居宅介護⽀援事業所／介護⽀援専⾨員） 
・地域包括ケアシステムは、疾病や障害があっても住み慣れた地域で安⼼して⽣活するため



の医療介護連携を主に考えてきたが、介護予防や⼦供も含めた全世代型へと進化している
状況を知ることができ視野が広がった。まちの保健室の概念が変わった。（訪問看護ステー
ション／看護師） 
・訪問に伺う中で、どうすれば良いのか、どこに相談すれば良いのか本当に困ることがある。
様々なネットワークや連携があることがわかり良かった。（訪問看護ステーション／看護師） 
・具体的な内容で良かった。栄養分野は特に参考になった。（訪問看護ステーション／看護
師） 
・他市の取り組みが聞けた。特に栄養の話が興味深かった。他のヘルパーや宅⾷と連携でき
ると良い。（訪問看護ステーション／事務） 
・介護の情報を医師や看護師へ伝えられるようにしたい。連携をとりたい。（定期巡回サー
ビス／介護福祉⼠） 
・多職種間で様々な地域資源の情報共有をすることで、地域の利⽤者に合ったサービスを提
供できると思った。（定期巡回サービス／介護福祉⼠） 
・地域包括ケアについて、多⾓的な視点からのケアを知ることができた。（定期巡回・随時
対応型訪問介護看護／介護福祉⼠） 
・この地域と⽐較し、地域連携、資源の多さ、種類等、勉強になった。（通所介護／管理者） 
・⾼齢者の⽣活⽀援をしていく上で、他の世代の課題にも⽬を向けていくことが、気付きに
繋がることがよくわかった。(⼊所施設等／管理職) 
・地域の⽣活⽀援事業の協議体に所属し活動している。取り組みの参考になった。（⼊所施
設等／管理者） 
・他の地域の取り組みを⾒て、イメージをもつことができた。（⼊所施設等／管理者） 
・３⽉１２⽇：地域包括ケア、栄養ケア ３⽉１３⽇：⽣活困窮、地域共⽣社会について理
解が深まった。(⼊所施設等／管理職) 
・最近興味を持っていた栄養の⼤切さを理解することができた。たんぱく質等の栄養は薬の
効き⽅にも影響すると聞いていたため、栄養問題は⼤切な問題だと理解した。とても奥深い。
何をどのように結びつけていくのか、どこが主体となっているのか、制限されずに住⺠や⺠
間等それぞれが⾃発的に考え、⾏動できる仕組みづくり、担い⼿づくりをどうするのか、継
続していくには…と、いろいろと考えさせられた。（⼊所施設等／介護⽀援専⾨員） 
・地域包括ケアシステムは、⾼齢者に限らず、⽣活困窮も⼦供もすべての地域住⺠が対象と
なるものにしていかなければいけない⽅向に進んでいるが、⾏政は縦割りでまだまだ遅れ
ていると感じた。（地域包括⽀援センター／保健師） 
・地域包括ケアシステムの先進事例、好事例を知ることができた。（地域包括⽀援センター
／保健師） 
・⼤変興味があり勉強になった。専⾨家が短時間でまとめて発表しているが、実際に細かい
作業があると思う。やはりそれが学べるのが良いと思う。（地域包括⽀援センター／介護⽀
援専⾨員） 



・地域包括ケアの実践的な取り組みが具体的に紹介され、刺激的であった。（地域包括⽀援
センター／介護⽀援専⾨員） 
・他の地域の取り組みを知ることができた。（地域包括⽀援センター／社会福祉⼠） 
・地域包括ケアシステムの構築に携わる様々な⽅の話を聞けた。（市役所／⾏政職） 
・「地域包括ケアから地域共⽣社会へ」が⼤変参考になった。（その他） 
 
５．今回の録画視聴会を終えて、今後の業務においてあなたが特に意識することは何だと思
いますか。 
 
・情報共有、ＩＣＴを活⽤したい。栄養⼠との連携が今後必要になる。（医療機関／医師） 
・薬剤に関する情報提供を他施設にしていきたい。（医療機関／医師） 
・周辺施設での取り組みに対する情報収集及び、広い⼈間関係。（医療機関／医師） 
・当院と地域医療との関わりの基本⽅針が正しいと感じられた。さらにスムーズにできるよ
うに精進したい。（医療機関／医師） 
・地域連携分野における本地域の周囲との差を⾃覚する必要がある。（医療機関／薬剤師） 
・介護サービス、⾏政サービス、それぞれのサービスの洗い出しをしたい。（医療機関／看
護師） 
・退院⽀援を⾏うにあたり、患者の状態、⽣活環境、家族の状況を把握し、再⼊院せずに⻑
く在宅等で⽣活できるよう、必要な地域のサービスに繋げていく。情報共有していく。（医
療機関／看護師） 
・様々な⽣活環境の⽅がいて、多⽅⾯からの⽀援、多職種での関わりが⼤切である。⽬的を
もって役割を担っていけるよう意識していく。（医療機関／看護師） 
・地域内の医療・介護施設同⼠の本気（本⾳）の付き合い。（医療機関／看護師） 
・地域共⽣社会における病院のあり⽅。⽀援の仕⽅。（医療機関／看護師） 
・各サロン団体等に出向いて、介護予防教室を⾏う機会があるが、今までは実施のみで終了
しているため、必要に応じて評価を⾏い、医療・介護に繋げられるような取り組みをしてい
きたい。（医療機関／理学療法⼠） 
・診療で確認しにくい情報を共有していく。（医療機関／理学療法⼠） 
・リハビリ職の地域ネットワークを強め、それを地域に還元できる仕組みを意識していく。
（医療機関／理学療法⼠） 
・関連する事業所との情報共有。（医療機関／理学療法⼠） 
・栄養状態の評価。（医療機関／理学療法⼠） 
・地域にどのような課題があるのか意識して対応していきたい。（医療機関／理学療法⼠） 
・居場所づくり。広報。繋がり続けるという継続のエネルギーと仕組みの検討。（医療機関
／精神保健福祉⼠） 
・当院は訪問栄養事業を⾏っているが、もっと積極的に在宅へ出向いていくべきだと感じ



た。（医療機関／管理栄養⼠） 
・世代間交流や地域交流のために、地域のイベントやボランティア活動等、情報収集・整理
をしていきたい。（医療機関／社会福祉⼠） 
・地域の他職種の⽅（特に介護⽀援専⾨員、地域包括⽀援センターの⽅）との連携をとり、
安⼼して退院できるよう努めたい。（医療機関／社会福祉⼠） 
・今以上に、個⼈の訴えそのものだけでなく背景等も含めて、広い視野で⾒るように⼼がけ、
⾒えない問題に気付き、より良い⽀援ができるようにしたい。（医療機関／相談員） 
・それぞれの⽴場での取り組みを考え、連携を意識していきたい。（医療機関／事務） 
・利⽤者本⼈だけでなく、家族の問題にも⽬を向け、必要な⽀援を受けられるよう⽀援して
いく。（居宅介護⽀援事業所／介護⽀援専⾨員） 
・⾃法⼈や事業所だけの視点ではなく、視野を広げて地域で何ができるかを考えていきた
い。（居宅介護⽀援事業所／介護⽀援専⾨員） 
・情報の提供と共有が必要である。地域住⺠の⽅が知る機会をつくることも必要である。（居
宅介護⽀援事業所／介護⽀援専⾨員） 
・医療職としては、本業以外にも「まちの保健室」等で様々な相談を受けたり、課題を吸い
上げてもらうための活動を⾏っていくこと。⽇頃の業務の中でも、その家族を世帯ごと⾒る
視点を持ち、多職種連携を意識して問題意識を⾼めていくことではないか。（訪問看護ステ
ーション／看護師） 
・とにかく連携することが多いため、ストレスなく連携していく⽅法があれば良い。（訪問
看護ステーション／事務） 
・情報共有。他の事業所とも連携できるようになっていきたい。（定期巡回サービス／介護
福祉⼠） 
・⾃社以外への情報提供。（定期巡回サービス／介護福祉⼠） 
・訪問系サービスとして、中に⼊るからこそ⾒える課題があった際に、⾃らのサービスのみ
でなく、適切な機関に結びつけることが重要だと捉えた。（定期巡回・随時対応型訪問介護
看護／介護福祉⼠） 
・地域連携、連絡協議会の充実。（通所介護／管理者） 
・協議体で話し合う中で、どうしても⾼齢者の⽀援にのみ⽬を向けてしまっていたが、今⽇
学んだことを協議体でも展開し、いろいろな⽬線で話し合うと良いアイディアが出てくる
と思った。(⼊所施設等／管理職) 
・⼈と⼈の繋がり。⼈と地域の繋がり。コミュニティ形成。地域の⼈々が⾃分事と捉えて、
街づくりをしていける良い。住⺠主体。（⼊所施設等／管理者） 
・法⼈が以前よりも⼤きくなったため、何か良いことをしたいと考えている。街づくりに協
⼒したい。（⼊所施設等／管理者） 
・「地域のネットワークの⼀員になれますように」動いていきたい。(⼊所施設等／管理職) 
・⾃分⾃⾝も社会資源のひとつと考え、できることは何かを常に考えて、⾏動へと結びつけ



たい。（⼊所施設等／介護⽀援専⾨員） 
・⼀つの部署ではなく、⾃治体全体で取り組む姿勢が⼤切である。（地域包括⽀援センター
／保健師） 
・相談を断らない姿勢。（地域包括⽀援センター／保健師） 
・情報連携を積極的にしていきたい。他職種の意⾒を求めていきたい。（地域包括⽀援セン
ター／介護⽀援専⾨員） 
・連携。（地域包括⽀援センター／介護⽀援専⾨員） 
・地域共⽣社会の実現に向けた地域づくりの視点。（市役所／⾏政職） 
・医療・介護だけでなく、福祉が住⺠を巻き込んでいければと思う。（その他） 
 
６．今後この地域の医療・介護体制がどのようになるとよいと思いますか。 
  そのためには、どのようなアクションが必要だと思いますか。 
 
・この地域は⽐較的⼩さい⾃治体が多いため、顔の⾒える関係づくりができるし、そうすべ
きだと思われる。（医療機関／医師） 
・各々での役割を認識すると共に、互いに情報共有すること。そのためには顔の⾒える関係
性の構築が必要。（医療機関／医師） 
・連携の強化。顔の⾒える交流、情報共有をどう進めるか。（医療機関／医師） 
・他施設との連携。（医療機関／医師） 
・⾏政が加わることで、医療のみならず、⽣活が点から線で、線から⾯になるように絆が構
築できるアクションが必要である。（医療機関／医師） 
・松⽥先⽣の総括で、⾃⽴「市⺠」をいかに育てるかと、企画する⼒（絵を描く⼒）が必要
という本質的な提⾔があったが、本質的なことだけに⼤変難しい。（医療機関／医師） 
・今回のような会を重ね、情報の共有を⾏うことがまずは重要である。（医療機関／薬剤師） 
・この地域でも各職種や事業所でできることは⾏っていると思う。⼊院前のＡＣＰ、医療・
介護体制や⾃治体の関わりが⾒える化できるとよい。情報共有のスピードが速く、患者・家
族に聞いてもよくわかっていないことが多い。（医療機関／看護師） 
・各種サービスの⾒える化。⼀⽬で⾒てサービスを選べるようにしたい。（医療機関／看護
師） 
・医療・地域・⾏政の顔の⾒える連携作り。（医療機関／看護師） 
・市町村を中⼼に、地域包括ケアシステムの体制がしっかりと整い、スムーズに機能してい
けると良い（スムーズな連携）。（医療機関／看護師） 
・地域としてのビジョンが明確になっており、各施設においてそれぞれの役割を理解し協働
していく。ワークショップを通して役割を決めていく。（医療機関／看護師） 
・仕組みづくり。ＩＣＴの確⽴。（医療機関／看護師） 
・医療・介護等の連携には、函館シートのようなものを⾃治体と連携して運⽤できれば良



い。（医療機関／理学療法⼠） 
・松本市のようなＩＣＴを利⽤した情報共有の仕組み。（医療機関／理学療法⼠） 
・⾃治体、地域包括⽀援センター、施設間の繋がりだけでなく、その中の多職種間での繋が
りを強められるようになると良い。今回のような会が多くあると良い。（医療機関／理学療
法⼠） 
・地域の資源を知り、利⽤できる環境づくり。（医療機関／理学療法⼠） 
・地域で暮らす⼈々がそれぞれ望む医療・介護を受けられること。医療・介護の相互の連携。
（医療機関／理学療法⼠） 
・医療と介護の間に壁を感じる。共通のツールやＩＣＴの活⽤が必要か。業務量等を考える
と⽅法が難しい。（医療機関／理学療法⼠） 
・互助の仕組みの構築。広報。様々な職種の協働に必要な意識改⾰。共⽣社会の認知。コミ
ュニティレストランに来てくれるのだろうか？みんなと繋がることの難しさはどうか。（医
療機関／精神保健福祉⼠） 
・定期的な会議等、顔の⾒える形でのコミュニケーションを図ることが必要である。（医療
機関／管理栄養⼠） 
・介護⽀援専⾨員であればケアマネ連絡会等で市への要望を伝えるが、その返答や対応を降
ろしてくれるとありがたい。同じようなことを医療分野でも⾏っていると思うので、その情
報の共有やデータにアクセスができると良い。（医療機関／社会福祉⼠） 
・様々な職種の業務の動きについて、具体的に⾒える化されると良い。会場集合型の研修会
で勉強ができると良い。（医療機関／社会福祉⼠） 
・名張市の取り組みのように、「何でも聞いてね」というスタンスが必要である。病院の中
でもこの⽴ち位置、良い距離感を出しながらご家族に寄り添いたい。（医療機関／社会福祉
⼠） 
・地域の資源を把握し、より活⽤できるように、普段出向かない場所へも顔を出し、顔の⾒
える関係づくりを、まずはしていきたい。（医療機関／相談員） 
・この地域の特性を考え、その中⼼となる組織が必要である。全体像が⾒えない現状で、ア
ドバイザーとしての役割を担う⼈が必要である。（医療機関／事務） 
・職種ごとの部会等があるため、共同で話し合いができると良い。（居宅介護⽀援事業所／
介護⽀援専⾨員） 
・双⽅気軽に問い合わせができる体制づくり。それぞれの役割への理解を深める機会。（居
宅介護⽀援事業所／介護⽀援専⾨員） 
・多職種との連携が必要だと思うが、その連携の仕⽅がわからない。介護⽀援専⾨員として、
今後どのような動きをすればよいか指導を願いたい。（居宅介護⽀援事業所／介護⽀援専⾨
員） 
・誰⼀⼈取りこぼさないための地域共⽣社会の実現化が必要である。そのためには、まず⽀
援ニーズと⽀援者活動の把握と、それらを広く知ってもらうための地域の会の開催。⼩学校



区域での活動が⾏えるかの検討。ＩＣＴの活⽤。（訪問看護ステーション／看護師） 
・同業者同⼠、意⾒交換できる場があれば参加したい。私は事務員だが、仕事の進め⽅につ
いて情報交換したい。（訪問看護ステーション／事務） 
・地域で安⼼して暮らせる社会にしていきたいため、横の繋がりが必要である。（定期巡回
サービス／介護福祉⼠） 
・できるだけ住み慣れた家で、孤独にならないように地域の⽅々が⽣活していけるよう、
様々なサービスの⽅々が協⼒し合えるよう、繋がりをもつことが必要である。（定期巡回サ
ービス／介護福祉⼠） 
・ケアマネジャーを起点として、介護体制が整えられると医療から住まいへの円滑な移⾏が
できると考える。ケアマネジャーと医療との関わりの場、勉強の場、コミュニケーションの
場がもっと多くなると良い。（定期巡回・随時対応型訪問介護看護／介護福祉⼠） 
・分野での区切りが強く、壁を低くできる取り組みが必要である。（通所介護／管理者） 
・他の団体組織と顔の⾒える、今回のような集まりに参加していきたい。(⼊所施設等／管
理職) 
・利⽤者や家族に⽬を向けるだけでなく、地域住⺠と交流していくことが必要である。(⼊
所施設等／管理職) 
・情報共有のプラットフォームを作り、⾏政主導でやれると良い。各事業所も協⼒・活⽤す
ると思う。（⼊所施設等／管理者） 
・地域にある医療・介護がオープンであること。フェス等あると良い。（⼊所施設等／管理
者） 
・⼊所施設はどうしても繋がりが薄くなってしまう。施設として地域と繋がるにはどうすれ
ばいいのか、何ができるのかと考えている。まずは繋がりを持っていくことから始め、求め
られるものは何かを知ることも必要である。（⼊所施設等／介護⽀援専⾨員） 
・顔の⾒える関係づくりとしての研修会は何度も⾏っているが、参加者する⽅は毎回同じ⽅
であることが多いため、もっと興味を持ってもらうことが必要である。また、医療・介護に
縛られない範囲の拡充についても検討が必要である。（地域包括⽀援センター／保健師） 
・互いにストレスがない円滑な連携が図られる体制になると良い。そのためには、平時から
の顔の⾒える関係づくりと、⽬的を意識した情報共有が必要である。（地域包括⽀援センタ
ー／保健師） 
・多職種の繋がり。他職種の視点を取り⼊れるツールが必要である。豊明市の「多職種合同
ケアカンファ」のような場が必要である。アドバイザー不在で対等に話せることが⼤切であ
る。（地域包括⽀援センター／介護⽀援専⾨員） 
・連携。（地域包括⽀援センター／介護⽀援専⾨員） 
・「地域包括ケアって…。」となかなかイメージができなかったが、⼦供・⾼齢者・障がい者、
全ての⼈々が、普通の暮らしができる体制ができると良い。（地域包括⽀援センター／社会
福祉⼠） 



・⾃分以外の他の職種の理解。（市役所／⾏政職） 
・この地域全体で⾒れば狭いため、もっと協⼒体制を強められたらと思う。（その他） 
 
７．その他、ご意⾒・ご要望があればご⾃由にお書きください。 
 
・飲みニケーション、⼤いに賛成である。顔と名前を覚えることが不得⼿なため、全員名札
着⽤で願いたい。（医療機関／医師） 
・今回の録画視聴会を計画されたスタッフ、特に髙野先⽣には⼤変お世話になっています。
⼀つ希望を⾔わせていただくと、2 ⽇間計 5 時間あまりというのは、参加するのが困難な⽅
もいると思われる。今度は、学会報告は主なもの１〜２題にして、その代わりに地域の参加
者からの報告や提案等を主として、時間はできれば 1 ⽇で 2 時間程度だと参加しやすい。
（医療機関／医師） 
・貴重な経験をありがとうございます。（医療機関／医師） 
・特に⾏政によるパワーポイントは、１枚あたりの情報量が多すぎて⾒づらい。地域包括ケ
アの図がいつも登場するが、シンボル的に出すのみで⾒る意欲が湧かない。どうか情報量を
減らしてほしい。（⻭科医師） 
・市内バスを復活させてほしい。地域包括ケアの１つとして、市⺠の⾜を守ってほしい。（医
療機関／看護師） 
・ボランティア等地域づくりに参加していきたいが、きっかけがない。気軽に参加できる環
境があると良い。（医療機関／看護師） 
・⾃分が知らないだけかもしれないが、この地域でもこのような取り組みができたら良い。
（医療機関／理学療法⼠） 
・様々な情報を得ることができた。貴重な機会を与えてくださり、誠にありがとうございま
した。（医療機関／精神保健福祉⼠） 
・医療の考えと介護の考えを共有できる機会があると良い。（医療機関／社会福祉⼠） 
・ＩＣＴについて不勉強で、もう少し詳しく聞きたい。（医療機関／社会福祉⼠） 
・本⽇のような会が定期的に開催されることを望む。本⽇はありがとうございました。（医
療機関／相談員） 
・予算と指導者が必要である。今回のように会場集合型の研修会を多く企画してほしい。介
護⽀援専⾨員は専⾨職ではあるが、今回の録画視聴会で知らないことが多く、ぜひ専⾨的な
研修会も開催してほしい。（居宅介護⽀援事業所／介護⽀援専⾨員） 
・「⼈は必要とされることが必要。必要とされると⼈は変わっていく。」という⾔葉が印象的
であった。この地域には農作業をする⼟地や、皆が集える場所があるように思う。たくさん
の⼈々が集え、多様な⼈材により互助意識が⾼まり、そこから⾒えてくる課題を吸い上げ、
解決していく⾏政の仕組みができると良い。（訪問看護ステーション／看護師） 
・最近はリハビリ系が注⽬されているが、やはり⽣きる基本は栄養であると再認識した。⼤



変有意義な内容だった。（訪問看護ステーション／看護師） 
・このような場を作っていただきありがとうございました。（定期巡回サービス／介護福祉
⼠） 
・介護に関することは何でも連絡いただきたい。⼟⽇祝も相談員が出勤している。東鷲宮病
院、新久喜総合病院では、定期的に病院内で勉強会があった。ぜひ⽩岡中央総合病院も呼ん
でいただきたい。（介護⽼⼈福祉施設／⽣活相談員） 
・インフォーマルな街づくりを⽀援する⾏政の役割もあると良いのではないか。⾦銭という
より「⾒えやすくする」広報をＳＮＳで等。（⼊所施設等／管理者） 
・発表事例は施設内でも⼗分に参考となる内容がたくさんあった。明⽇からでも役⽴てるこ
とができそうである。貴重な機会をありがとうございました。（⼊所施設等／介護⽀援専⾨
員） 
・⾮常に勉強になった。ありがとうございました。(⼊所施設等／管理職) 
・「ごちゃまぜの会」をぜひ当地域でも！（地域包括⽀援センター／介護⽀援専⾨員） 
・また開催してほしい。（地域包括⽀援センター／介護⽀援専⾨員） 
・髙野先⽣がおっしゃっていた、⽩岡市で多職種連携が進まない理由について知りたい。（市
役所／⾏政職） 
・多職種連携が進むように望む。（市議会議員） 
・本⽇はありがとうございました。これからの活動に活かしていけるよう考えていく。（市
議会議員） 
 


